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要旨

要旨（本文の要約）は本文が書けてから書く。（左右各２字空け・39文字／行・10行～長くとも１ページ目に収まるように）。研究の背景・研究の目的・どんなことをやったか・その結果わかったこと・（この報告書の要約）を書く。この部分をコピーして「卒研提出書」として大学に提出するとよい。大学の提出書は１月末の締め切り日を厳守。

（10.5pt・２行改行）

（以下、２段組・段間３字・項目やサブ項目名の前は１行空けてMSｺﾞｼｯｸ、本文MS明朝）

１．はじめに

　研究の背景・研究の目的など（何のためにやった研究または作品制作なのか）。

２．方法

　作品制作や研究の方法（どんな道具を使ったかなど）を具体的に説明する。

　段落頭は１文字下げ。

２．１．調査方法

２．２．調査対象

３．結果

　言葉だけでなく表（表１参照）や図１に示すような図（グラフなど）を使うとよい１）。

（図１、表1などはMSｺﾞｼｯｸ、図表は本文中に挿入。参考文献番号は書式指定で上付きに）。

４．考察

５．今後の課題

表１．表のタイトルは表の上（MSｺﾞｼｯｸ）
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図１．図のタイトルは図の下（MSｺﾞｼｯｸ）
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